
(57)【要約】

【課題】加熱終了時の被加熱物の状態を任意に変えられ

る加熱調理装置を提供する。

【解決手段】被加熱物（図示せず）を載置する載置手段

４ａ、４ｂを収納する加熱室２と、加熱室２内に供給す

る蒸気を発生する蒸気発生手段１０と、加熱室２内の空

気や蒸気あるいは収納された被加熱物を加熱する加熱手

段３ａ、３ｂと、蒸気発生手段１０と加熱手段３ａ、３

ｂを制御する制御手段（図示せず）を備え、制御手段は

被加熱物を焼き加熱調理する工程を有し、この焼き加熱

調理の加熱初期段階に被加熱物を蒸し状態にさらす工程

を含むもので、蒸し状態にさらす工程時の蒸気が被加熱

物の表面で凝縮し、その凝縮水に被加熱物に含まれてい

た塩分や、脂肪が溶出するので、同工程時に、供給する

蒸気の量を変えて、被加熱物の表面に凝縮する凝縮水の

量を変えるようにすれば、加熱終了時に被加熱物が有す

る塩分量、脂肪量あるいは各種栄養成分を好みに応じて

任意に変えられる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 加 熱 物 を 収 納 す る 加 熱 室 と 、 前 記 被 加 熱 物 を 載 置 す る 載 置 手 段 と 、 前 記 加 熱 室 内 に 供 給
す る 蒸 気 を 発 生 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 前 記 加 熱 室 内 の 空 気 や 蒸 気 あ る い は 収 納 さ れ た 被 加
熱 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 蒸 気 発 生 手 段 と 前 記 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 を 備 え
、 前 記 制 御 手 段 は 被 加 熱 物 を 焼 き 加 熱 調 理 す る 工 程 を 有 し 、 こ の 焼 き 加 熱 調 理 の 加 熱 初 期
段 階 に 前 記 被 加 熱 物 を 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 を 、 被 加 熱 物 が 所 定 温 度 に 到 達 す る ま で 行 う 請 求 項 １ に 記 載 の 加 熱
調 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 の 運 転 時 間 を 、 被 加 熱 物 の 量 に 応 じ て 変 え る よ う に し た 請 求 項 １ に
記 載 の 加 熱 調 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
加 熱 室 内 に 供 給 さ れ る 蒸 気 の 温 度 が 変 え ら れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱
調 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
蒸 気 発 生 手 段 は 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 蒸 気 を 発 生 さ せ る １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調
理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
載 置 手 段 に 開 孔 部 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
載 置 手 段 に 、 凸 部 及 び ／ 又 は 凹 部 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 蒸 気 を 投 入 し な が ら 被 加 熱 物 を 加 熱 す る 加 熱 調 理 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 加 熱 調 理 装 置 と し て 、 高 い 加 湿 効 率 と 加 熱 効 率 を 実 現 す る た め に 、 食 品
な ど の 被 加 熱 物 に 飽 和 水 蒸 気 ま た は 過 熱 蒸 気 を 集 中 し て 吹 き つ け な が ら 加 熱 す る も の が あ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ は 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 加 熱 調 理 装 置 を 示 す も の で あ る 。 図 ４ に 示
す よ う に 、 加 熱 室 ２ １ 内 の 底 面 に は 、 皿 （ 図 示 せ ず ） 上 に 形 成 し た 網 体 か ら な り 被 加 熱 物
２ ０ を 載 せ る 被 加 熱 物 載 置 台 ２ ２ が 着 脱 自 在 に 設 置 さ れ て い る 。 加 熱 室 ２ １ の 上 側 に は 、
内 部 に 加 熱 ヒ ー タ ２ ３ を 含 む 飽 和 水 蒸 気 発 生 手 段 ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 飽 和 水 蒸 気 発 生
手 段 ２ ４ 上 面 に は 、 給 水 パ イ プ ２ ５ を 介 し て 給 水 装 置 ２ ６ が 接 続 さ れ て お り 、 途 中 の 給 水
バ ル ブ ２ ７ に よ っ て 給 水 量 を 調 節 す る 。 蒸 気 吐 出 ノ ズ ル ２ ８ に は 、 加 熱 室 ２ １ 内 に 飽 和 水
蒸 気 あ る い は 過 熱 蒸 気 を 吐 出 す る よ う に 、 吐 出 管 ２ ８ ａ が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ て い る 。 蒸
気 吐 出 ノ ズ ル ２ ８ は 、 加 熱 室 ２ １ の 側 面 壁 か ら 横 方 向 に 向 け て 配 設 さ れ て い て も 構 わ な い
と し て い る 。 加 熱 調 理 開 始 後 、 飽 和 水 蒸 気 あ る い は 過 熱 蒸 気 は 、 吐 出 管 ２ ８ ａ か ら 任 意 の
方 向 に 向 き を 変 え ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ５ １ ４ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 加 熱 調 理 装 置 の 構 成 で は 、 被 加 熱 物 ２ ０ の 表 面 に 凝 縮 す る 凝
縮 水 の 量 を 任 意 に 可 変 す る こ と は 困 難 な た め 、 凝 縮 水 の 特 性 を 生 か し た 加 熱 を 行 う こ と が
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で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 加 熱 終 了 時 の 被 加 熱 物 の 状 態 を 任 意 に 変
え る こ と が で き る 加 熱 調 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 加 熱 調 理 装 置 は 、 被 加 熱 物 を 収 納 す る 加 熱
室 と 、 前 記 被 加 熱 物 を 載 置 す る 載 置 手 段 と 、 前 記 加 熱 室 内 に 供 給 す る 蒸 気 を 発 生 す る 蒸 気
発 生 手 段 と 、 前 記 加 熱 室 内 の 空 気 や 蒸 気 あ る い は 収 納 さ れ た 被 加 熱 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段
と 、 前 記 蒸 気 発 生 手 段 と 前 記 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 被 加 熱
物 を 焼 き 加 熱 調 理 す る 工 程 を 有 し 、 こ の 焼 き 加 熱 調 理 の 加 熱 初 期 段 階 に 前 記 被 加 熱 物 を 蒸
し 状 態 に さ ら す 工 程 を 含 む も の で 、 被 加 熱 物 を 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 時 に 加 熱 室 内 に 供 給
さ れ た 蒸 気 が 被 加 熱 物 の 表 面 で 凝 縮 し 、 そ の 凝 縮 水 に 、 被 加 熱 物 に 含 ま れ て い た 塩 分 や 、
脂 肪 が 溶 出 す る の で 、 例 え ば 、 被 加 熱 物 を 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 時 に 、 蒸 気 の 量 や 温 度 を
変 え て 、 被 加 熱 物 の 表 面 に 凝 縮 す る 凝 縮 水 の 量 を 変 え 、 そ の 後 に 焼 き 調 理 を 行 う よ う に す
れ ば 、 加 熱 終 了 時 に 、 被 加 熱 物 が 有 す る 塩 分 量 、 脂 肪 量 あ る い は 各 種 栄 養 成 分 を 好 み に 応
じ て 任 意 に 変 え ら れ る ヘ ル シ ー 調 理 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 装 置 は 、 加 熱 終 了 時 に 被 加 熱 物 が 有 す る 塩 分 量 、 脂 肪 量 あ る い は 各 種
栄 養 成 分 を 好 み に 応 じ て 任 意 に 変 え ら れ る ヘ ル シ ー 調 理 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 被 加 熱 物 を 収 納 す る 加 熱 室 と 、 前 記 被 加 熱 物 を 載 置 す る 載 置 手 段 と 、 前
記 加 熱 室 内 に 供 給 す る 蒸 気 を 発 生 す る 蒸 気 発 生 手 段 と 、 前 記 加 熱 室 内 の 空 気 や 蒸 気 あ る い
は 収 納 さ れ た 被 加 熱 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 蒸 気 発 生 手 段 と 前 記 加 熱 手 段 を 制 御 す
る 制 御 手 段 を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 被 加 熱 物 を 焼 き 加 熱 調 理 す る 工 程 を 有 し 、 こ の 焼 き 加
熱 調 理 の 加 熱 初 期 段 階 に 前 記 被 加 熱 物 を 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 を 含 む も の で 、 被 加 熱 物 を
蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 時 に 加 熱 室 内 に 供 給 さ れ た 蒸 気 が 被 加 熱 物 の 表 面 で 凝 縮 し 、 そ の 凝
縮 水 に 、 被 加 熱 物 に 含 ま れ て い た 塩 分 や 、 脂 肪 が 溶 出 す る の で 、 例 え ば 、 被 加 熱 物 を 蒸 し
状 態 に さ ら す 工 程 時 に 、 蒸 気 の 量 や 温 度 を 変 え て 、 被 加 熱 物 の 表 面 に 凝 縮 す る 凝 縮 水 の 量
を 変 え 、 そ の 後 に 焼 き 調 理 を 行 う よ う に す れ ば 、 加 熱 終 了 時 に 、 被 加 熱 物 が 有 す る 塩 分 量
、 脂 肪 量 あ る い は 各 種 栄 養 成 分 を 好 み に 応 じ て 任 意 に 変 え ら れ る ヘ ル シ ー 調 理 を 実 行 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 を 、 被 加 熱 物 が 所 定 温 度 に 到
達 す る ま で 行 う も の で 、 被 加 熱 物 が 有 す る 塩 分 、 脂 肪 分 、 各 種 栄 養 成 分 が 、 蒸 し 状 態 に さ
ら す 工 程 で 必 要 以 上 に 出 す ぎ て 調 理 性 能 が 悪 く な る こ と が 無 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 の 運 転 時 間 を 、 被 加 熱 物 の 量
に 応 じ て 変 え る よ う に し た も の で 、 例 え ば 、 被 加 熱 物 の 量 が 多 く な っ た 場 合 に 、 蒸 し 状 態
に さ ら す 工 程 の 運 転 時 間 を 長 く す れ ば 、 被 加 熱 物 の 表 面 に 水 を 確 実 に 凝 縮 さ せ る こ と が で
き 、 凝 縮 水 に よ る 所 望 の 作 用 を 実 行 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ の 発 明 の 加 熱 室 内 に 供 給 さ れ る 蒸 気 の 温
度 が 変 え ら れ る よ う に し た も の で 、 被 加 熱 物 表 面 に お け る 凝 縮 水 の 量 を 変 え て 、 加 熱 終 了
時 の 被 加 熱 物 の 状 態 を 好 み に 応 じ て 変 え る 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ の 発 明 の 蒸 気 発 生 手 段 は 、 １ ０ ０ ℃ 以 上
の 蒸 気 を 発 生 さ せ る も の で 、 被 加 熱 物 表 面 に 凝 縮 す る 凝 縮 水 の 量 を 変 え な が ら 加 熱 を 行 う
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こ と が で き る の で 、 加 熱 終 了 時 の 被 加 熱 物 の 状 態 を 好 み に 応 じ て 任 意 に 変 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ の 発 明 の 載 置 手 段 に 開 孔 部 を 設 け た も の
で 、 被 加 熱 物 表 面 の 余 分 な 食 品 成 分 を 開 孔 部 を 通 し て 落 下 さ せ て 除 去 す る こ と が で き 、 好
ま し い 出 来 上 が り の 被 加 熱 物 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ６ の い ず れ か 一 つ の 発 明 の 載 置 手 段 に 、 凸 部 及 び ／ 又 は 凹
部 を 設 け た も の で 、 被 加 熱 物 の 表 面 に 余 分 な 成 分 が 残 る の を 防 止 す る こ と が で き 、 好 ま し
い 出 来 上 が り の 被 加 熱 物 を 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 調 理 装 置 の 正 面 断 面 図 、 図 ２ は 、 同 加
熱 調 理 装 置 の 載 置 手 段 の 平 面 図 、 図 ３ は 、 同 加 熱 調 理 装 置 の 基 本 制 御 方 法 の 一 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ 、 ２ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 調 理 装 置 の 本 体 １ に は 、 食 品 な ど の 被 加
熱 物 （ 図 示 せ ず ） を 出 し 入 れ す る 扉 （ 図 示 し て い な い ） が 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 被 加
熱 物 を 収 納 す る 加 熱 室 ２ が 組 み 込 ま れ て い る 。 加 熱 室 ２ の 上 面 と 底 面 の そ れ ぞ れ に 加 熱 手
段 ３ ａ 、 ３ ｂ が 設 け ら れ 、 加 熱 室 ２ 内 の 空 気 や 蒸 気 、 被 加 熱 物 を 加 熱 す る 。 加 熱 室 ２ に は
、 被 加 熱 物 を 載 置 す る 載 置 手 段 ４ ａ 、 ４ ｂ が 上 下 に し か も 出 し 入 れ 自 在 に 配 設 さ れ て い る
。 載 置 手 段 ４ ａ 、 ４ ｂ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 開 孔 部 ５ と 、 凸 部 ６ ａ と 、 凹 部 ６ ｂ を 有 し
て い る 。 開 孔 部 ５ 、 凸 部 ６ ａ 、 凹 部 ６ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 単 独 で 設 け て も 良 く 、 或 い は 、 開 孔
部 ５ と 凸 部 ６ ａ 、 凸 部 ６ ａ と 凹 部 ６ ｂ 等 と 併 用 し て 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 開 孔 部 ５ と 、 凸 部 ６ ａ と 、 凹 部 ６ ｂ を 併 用 し た
構 成 と し た 。 加 熱 室 ２ に は 、 加 熱 室 ２ の 空 間 あ る い は 、 被 加 熱 物 の 温 度 を 検 知 す る 検 知 手
段 ７ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 蒸 気 を 吹 き 出 す 蒸 気 吹 出 口 ８ は 、 蒸 気 管 ９ を 介 し て 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ と 連 通 し て お り 、
載 置 手 段 ４ ｂ の 配 設 高 さ に 対 し 、 同 じ 高 さ か 載 置 手 段 ４ ｂ よ り 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。 蒸
気 管 ９ に は 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ に よ っ て 発 生 し た 蒸 気 を 加 熱 す る た め の 蒸 気 加 熱 手 段 １ １ が
配 設 さ れ て い る 。 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ に は 、 送 水 管 １ ４ を 通 し て 貯 水 手 段 １ ２ か ら 水 が 給 水
さ れ る 。 こ の 水 を 加 熱 し 、 蒸 気 を 発 生 さ せ る 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ に は 蒸 気 発 生 用 ヒ ー タ １ ３
が 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 送 水 管 １ ４ に は 、 送 水 手 段 （ 図 示 し て い な い ） が 配 設 さ れ て い る 。 蒸 気 吹 出 口 ８ に は 温
度 検 知 手 段 １ ５ が 配 設 さ れ 、 蒸 気 吹 出 口 ８ か ら 吹 き 出 さ れ る 蒸 気 の 温 度 を 検 知 し 、 制 御 手
段 （ 図 示 し て い な い ） へ 検 知 し た 温 度 を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 制 御 手 段 は 、 使 用 者 に よ る 操 作 部 （ 図 示 し て い な い ） か ら の 操 作 入 力 信 号 あ る い は 検 知
手 段 ７ や 温 度 検 知 手 段 １ ５ の 検 知 信 号 に 基 づ き 、 加 熱 手 段 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 蒸 気 発 生 用 ヒ ー タ
１ ３ お よ び 送 水 手 段 の 動 作 を 制 御 す る 。 ま た 制 御 手 段 は 、 温 度 検 知 手 段 １ ５ の 検 知 信 号 に
よ り 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ の 蒸 気 発 生 用 ヒ ー タ １ ３ お よ び 送 水 手 段 の 制 御 を 行 い 、 任 意 の 蒸 気
温 度 と 蒸 発 量 に な る よ う に 制 御 す る 。 操 作 入 力 信 号 や 加 熱 条 件 、 制 御 条 件 な ど は 、 記 憶 手
段 （ 制 御 手 段 に 併 設 、 図 示 し て い な い ） に 一 時 的 あ る い は 恒 久 的 に 記 憶 さ れ る 。 操 作 部 に
は 図 示 し な い 表 示 部 、 自 動 加 熱 操 作 キ ー 、 手 動 加 熱 設 定 キ ー 、 加 熱 開 始 キ ー な ど が 配 設 さ
れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 か ら な る 加 熱 調 理 装 置 の 基 本 制 御 方 法 の 一 例 を 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る
。 図 ３ は 、 被 加 熱 物 の 焼 き 加 熱 調 理 に お け る 加 熱 工 程 の 制 御 内 容 例 を 示 す 。 加 熱 工 程 に は
加 熱 初 期 の 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 と 、 加 熱 後 期 の 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 が 含 ま れ る 。 操 作 部 か ら
の 「 焼 き 調 理 」 の 入 力 信 号 に よ り 被 加 熱 物 の 加 熱 を 開 始 す る と 、 被 加 熱 物 を 蒸 し 状 態 に さ
ら す 工 程 が 開 始 さ れ る 。 制 御 手 段 は 、 蒸 気 発 生 用 ヒ ー タ １ ３ に 通 電 す る と と も に 、 送 水 手
段 を 動 作 さ せ て 貯 水 手 段 １ ２ の 水 を 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ に 送 水 す る 。 発 生 蒸 気 量 は 、 送 水 手
段 の 動 作 時 間 あ る い は 送 水 量 を 変 化 さ せ る こ と で 制 御 す る 。 蒸 気 発 生 用 ヒ ー タ １ ３ で 加 熱
さ れ た 水 は 蒸 気 と な り 、 蒸 気 管 ９ を 通 り 、 蒸 気 吹 出 口 ８ か ら 加 熱 室 ２ 内 に 吹 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 蒸 気 温 度 が １ ０ ０ ℃ 以 上 の 過 熱 蒸 気 を 発 生 さ せ る 場 合 に は 、 制 御 手 段 は 蒸 気 加 熱 手 段 １
１ に 通 電 し 、 蒸 気 管 ９ を 通 過 す る 蒸 気 を 加 熱 す る 。 温 度 検 知 手 段 １ ５ の 検 知 信 号 に よ り 制
御 手 段 は 蒸 気 発 生 用 ヒ ー タ １ ３ や 蒸 気 加 熱 手 段 １ １ の 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 例 え ば 、 被 加 熱 物 が 低 温 あ る い は 大 き い 場 合 は 昇 温 が 遅 い た め 、 過 熱 蒸 気 を 投 入 し 、 蒸
気 量 も 増 や す 制 御 を 行 う 。 一 方 、 被 加 熱 物 の 厚 さ が 薄 い 場 合 や 被 加 熱 物 が 小 さ い 場 合 は 早
く 昇 温 し て し ま う た め 、 飽 和 蒸 気 を 投 入 し 、 蒸 気 量 も 少 な く す る 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 被 加 熱 物 を 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 は 、 被 加 熱 物 の 温 度 情 報 あ る い は 操 作 部 か ら 選 択
入 力 さ れ る 被 加 熱 物 の 情 報 に 基 づ い て 実 行 さ れ 、 所 望 の 条 件 に 達 す る と 工 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 す な わ ち 、 制 御 手 段 は 被 加 熱 物 が 所 定 温 度 に 達 し た こ と を 検 知 手 段 ７ の 検 知 信 号 に 基 づ
い て 監 視 し 、 被 加 熱 物 が 所 定 温 度 に 到 達 し た こ と を 検 知 す る と 工 程 が 終 了 し た と 判 断 す る
。 こ の 場 合 の 所 定 温 度 は 、 被 加 熱 物 の 内 部 温 度 相 当 で ６ ０ ～ ７ ０ ℃ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 操 作 部 か ら 選 択 入 力 さ れ た 被 加 熱 物 情 報 、 た と え ば 被 加 熱 物 の 数 量 に 基 づ い て 、
予 め 記 憶 さ せ た 加 熱 時 間 を 抽 出 し 、 そ の 時 間 に 到 達 し た 時 に 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 が 終 了
し た と 判 断 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の 被 加 熱 物 の 量 に 応 じ た 加 熱 時 間 は 、 所 定 の 一 定 時
間 と 量 に 応 じ た 追 加 時 間 と を 加 算 し た 時 間 と し て 記 憶 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 被 加 熱 物
の 量 が 多 く な っ た 場 合 で も 、 被 加 熱 物 全 体 を 確 実 に 蒸 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 が 終 了 す る と 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 へ 進 み 、 制 御 手 段 は 加 熱 条 件 を 変 更
し て 、 蒸 気 発 生 手 段 １ ０ の 動 作 を 停 止 し 、 加 熱 手 段 ３ ａ 、 ３ ｂ へ の 通 電 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 で は 、 被 加 熱 物 表 面 の 凝 縮 水 を 蒸 発 さ せ 、 そ の 後 、 被 加 熱 物 自 体 の 加 熱
を 行 う 。 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 に お け る 条 件 は 、 被 加 熱 物 の 表 面 の 凝 縮 水 の 量 に よ り 変 え る よ う
に す る 。 被 加 熱 物 表 面 に 凝 縮 し た 凝 縮 水 の 量 は 、 被 加 熱 物 あ る い は 加 熱 室 ２ の 初 期 温 度 、
蒸 気 発 生 手 段 １ ０ の 動 作 時 間 （ 蒸 気 発 生 時 間 ） 、 発 生 蒸 気 量 か ら 推 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 例 え ば 、 被 加 熱 物 が 大 き い 場 合 な ど は 表 面 の 凝 縮 水 は 多 い た め 、 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 は 長 く
な る 。 一 方 、 被 加 熱 物 が 小 さ い 場 合 は 表 面 の 凝 縮 水 は 少 な い た め 、 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 は 短 く
な る 。 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 は 、 被 加 熱 物 の 既 定 量 を 基 準 と し 、 そ の 条 件 と 比 較 し て 延 長 ・ 短 縮
す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 制 御 手 段 は 、 検 知 手 段 ７ の 検 知 信 号 に よ り 、 被 加 熱 物 あ る い は 加 熱 室 ２ の 温 度 が 所 定 温
度 よ り も 低 い 場 合 は 、 加 熱 手 段 ３ へ の 入 力 を 増 加 す る か 、 変 え ず に 加 熱 を 継 続 す る 。 一 方
、 検 知 手 段 ７ の 信 号 に よ り 、 被 加 熱 物 あ る い は 加 熱 室 ２ の 温 度 が 所 定 温 度 以 上 に 達 し て い
る 場 合 は 、 加 熱 手 段 ３ へ の 入 力 を 減 少 す る か 、 工 程 を 終 了 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 で 、 被 加 熱 物 表 面 に 凝 縮 水 が 付 着 す る 。 付 着 し た 凝 縮 水 に 被 加 熱
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物 内 部 の 塩 分 や 脂 肪 分 の 一 部 が 溶 解 し 、 載 置 手 段 ４ ａ 、 ４ ｂ に 設 け た 開 孔 部 ５ か ら 流 れ 落
ち る 。 開 孔 部 ５ が な く 凸 部 ６ ａ 、 凹 部 ６ ｂ を 設 け た 載 置 手 段 ４ の 場 合 は 、 凸 部 ６ ａ に 被 加
熱 物 が 接 し 、 塩 分 や 脂 肪 分 が 溶 解 し た 凝 縮 水 が 凹 部 ６ ｂ に 溜 ま る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 に お い て 、 被 加 熱 物 表 面 は 焼 成 さ れ 香 気 な ど が 発 生 し 、 好 ま し い 出 来 上
が り と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 と 焼 成 ・ 乾 燥 工 程 は 、 そ れ ぞ れ 組 み 合 せ る こ と が で き 、 加
熱 前 に 使 用 者 が 制 御 条 件 を 入 力 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 加 熱 手 段 ３ 、 蒸 気 吹 出 口 ８
の 配 設 位 置 、 開 孔 部 ５ 、 凸 部 ６ ａ 、 凹 部 ６ ｂ の 構 成 は 、 本 実 施 の 形 態 に 限 る も の で は な い
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に ま た 、 載 置 手 段 ４ ａ 、 ４ ｂ の 開 孔 部 ５ か ら 凝 縮 水 が 流 れ 落 ち る 場 合 、 水 分 を 受 け
る 皿 状 の 容 器 を 加 熱 室 ２ に 配 設 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 蒸 気 量 を 制 御 す る こ と で 、 被 加 熱 物 の 表 面 に 凝 縮 す る 凝 縮 水 の 量 を 制 御 す る こ と
が で き 、 被 加 熱 物 を 任 意 の 状 態 に す る こ と が で き る 。 送 水 量 を 増 加 し た と き は 、 蒸 気 発 生
用 ヒ ー タ １ ３ の 入 力 電 力 を 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 被 加 熱 物 を 蒸 し 状 態 に さ ら す 工 程 を 含 む こ と で 加
熱 終 了 時 に 被 加 熱 物 が 有 す る 塩 分 量 、 脂 肪 量 あ る い は 各 種 栄 養 成 分 を 任 意 に 変 え ら れ る ヘ
ル シ ー 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 加 熱 調 理 装 置 は 、 被 加 熱 物 の 表 面 に 凝 縮 す る 凝 縮 水 の 量
を 変 え て 、 被 加 熱 物 の 出 来 ば え 、 特 に 焼 き 物 な ど の 出 来 ば え を 好 み の 状 態 に す る こ と が で
き る も の で 、 電 子 レ ン ジ 、 オ ー ブ ン レ ン ジ 、 オ ー ブ ン あ る い は グ リ ラ ー な ど と 複 合 さ せ た
各 種 調 理 装 置 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 加 熱 調 理 装 置 の 正 面 断 面 図
【 図 ２ 】 同 加 熱 調 理 装 置 の 載 置 手 段 の 平 面 図
【 図 ３ 】 同 加 熱 調 理 装 置 の 基 本 制 御 方 法 の 一 例 を 示 す 図
【 図 ４ 】 従 来 の 加 熱 調 理 装 置 の 概 略 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ２ 　 加 熱 室
　 ３ ａ 、 ３ ｂ 　 加 熱 手 段
　 ４ ａ 、 ４ ｂ 　 載 置 手 段
　 ５ 　 開 孔 部
　 ６ ａ 　 凸 部
　 ６ ｂ 　 凹 部
　 １ ０ 　 蒸 気 発 生 手 段
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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